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投資事業評価調書（継続：再評価）

部課室名
県土整備部土木局

地域道路室

記入責任者職氏名

（担当者氏名）

地域道路室長 髙井 嘉親

(主幹兼国道係長 濱 浩二)
内線

4362

（4374）

事 業 名 事 業 区 間 総事業費 227 億円

事業種目 道 路 道路改築事業

一般国道 178 号 余部
あまるべ

道路

美方郡
みかたぐん

香美町
かみちょう

香住区
か す み く

森
もり

～余部
あまるべ 内用地補償費 ７億円

所 在 地
事業採択

年 度
着工年度

完成予定

年 度

進捗率

(内用補進捗率)

99.6％

(100％）

美方郡
みかたぐん

香美町
かみちょう

香住区
か す み く

森
もり

～余部
あまるべ

H12 H12 H22 残事業費 １億円

事 業 の 目 的 事 業 内 容

・高速道六基幹軸の日本海沿岸軸を構成する地域

高規格道路「鳥取豊岡宮津自動車道（以下ＴＴ

Ｍ）」の一部区間である余部道路を整備し、広域

的な循環型ネットワークの形成を図る。

・現道（国道 178 号）の香住～余部間は、幅員狭小

な箇所や、災害・交通事故が多発する区間があり、

バイパス機能を持つ当該区間の整備により、安全

で円滑な道路交通を確保する。

道路改築事業 Ｌ=5,300 m

【構 造 規 格】 １種３級(平地部)

【計 画 幅 員】 7.0（12.5）m（2車線）

【計画交通量】 9,200 台／日

【現況交通量】 6,220 台／日

（H17 交通センサス）

【負 担 割 合】 国:5.5/10、県:4.5/10

事業を取り巻く

社会経済情勢等

の変化

・ＴＴＭを構成する香住道路が平成 17 年３月に、東浜居組道路が平成 20 年 11 月に供用

を開始し、当該区間と連続する浜坂道路が平成 20 年度末に新たに事業化された。北近

畿豊岡自動車道が平成 23 年度に八鹿まで、平成 20 年代後半には豊岡まで延伸される

予定であり、広域ネットワークを形成する当該区間の必要性は高まっている。

進捗状況

・平成 12 年度に事業着手し、平成 13 年度から用地買収及び工事に着手した。

・平成 21 年度末にトンネル(３箇所)や橋梁(７箇所)等の大型土木構造物の概成を予定。

・平成 22 年度に安全施設工等を実施し、平成 22 年度内の供用開始を目指す。

・進捗率は、事業費ベースで 99.6％、用地取得で 100％である。（平成 21 年度末予定）

・工事用進入路の借地について用地交渉が難航したことから事業期間を３年延伸し、平

成 19 年度完成予定から平成 22 年度完成予定とする。

評価視点 評価結果の説明

(1)必要性

(2)有効性・効率性

(3)環境適合性

(4)優先性

・ＴＴＭは日本海側で唯一、高規格幹線道路網の空白地帯となっている鳥取県東部・但

馬地域・京都府北部を結び、日本海沿岸拠点間の連携を強化する地域高規格道路であ

る。当該区間等の整備により、広域的なネットワークが形成され、地域の交流促進、

産業の活性化、観光振興等、地域の活性化が図られる。

・国道 178 号は第一次緊急輸送道路の指定を受けているが、現道は法面崩壊や冠水等に

より交通が遮断されることがあり、当該区間の整備により、災害に強い道路ネットワ

ークを形成する。

・現道の市街地部分では交通事故が多発しており、当該区間の整備により、安全・安心

な道路交通を確保する。

・香美町・新温泉町では高齢化率が 30％を超えているが、３次救急医療施設がないため、

当該区間の整備により、３次救急医療施設の立地する豊岡市等への移動時間の短縮を

図る。（新温泉町役場から豊岡病院まで約５分短縮）

費用便益比 Ｂ／Ｃ＝１．８ 残事業Ｂ／Ｃ＝６０．６

・事業に先立って環境影響評価を実施しており、貴重種の移植、切土法面等の緑化によ

る自然植生の回復など、環境の保全に配慮した事業を実施している。

・事業は工事着手後、順調に進捗し、平成 21 年度末の事業進捗率 99.6％、平成 22 年度

の供用を見込んでいる。

・バイパス整備であるため、供用開始によりはじめて整備効果が発現することや、香住

道路と隣接する当該区間の供用により、連続した 11.5km が供用されることになること

から、極めて必要性・優先性が高い。

・当該区間の早期供用を望む地域からの要望は依然として強い。

再評価の結果 継続 左の理由

事業の必要性は事業採択当時と何ら変わっておらず、残事業がわずかで

あること、また、当該区間の早期供用を望む地域からの要望は依然とし

て強いことなどから、継続して事業を実施する必要がある。

地道－１



事業進捗状況概要図（継続：再評価）
事業名 道路事業 路線・河川名 一般国道178号 余部道路

［鳥取豊岡宮津自動車道 全体図（兵庫県内）］

［余部道路 位置図］

事業進捗状況・予定 整備効果

全体

H12～22年度【事業費＝227億円】

延長：L=5.3㎞

用地：約80,000㎡

過去

10年間

H12～21年度【事業費＝226億円】進捗率99.6％

用地進捗率 100％（平成21年３月末）

平成21年度 主要な大型土木構造物の概成、設備工事着手

整備効果は特になし

今後

1年間

（予定）

H22年度【事業費＝ 1億円】

平成22年度 安全施設工

全線供用予定

供用開始によりはじめて整備

効果が発現し、円滑なネット

ワークが形成される。

地道－２

事業区間 Ｌ＝5,300m

香
住

一般国道178号

鎧
停

車
場

線

香
美

久
美

浜
線

香住道路浜坂道路

香 美 町

香
住

村
岡

線

香住停車場線余部ＩＣ

香住ＩＣ
ﾉｦﾐ谷橋

船越ﾄﾝﾈﾙ

間室ﾄﾝﾈﾙ

美の谷橋

油良ﾄﾝﾈﾙ

平野橋
ヨウロ橋

油良高架橋事業区間 Ｌ＝5,300m

香
住

一般国道178号

鎧
停

車
場

線

香
美

久
美

浜
線

香住道路浜坂道路

香 美 町

香
住

村
岡

線

香住停車場線余部ＩＣ

香住ＩＣ
ﾉｦﾐ谷橋

船越ﾄﾝﾈﾙ

間室ﾄﾝﾈﾙ

美の谷橋

油良ﾄﾝﾈﾙ

平野橋
ヨウロ橋

油良高架橋

凡 例

H７～ H21

H22～



北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

香住ＩＣ
佐津ＩＣ

余部ＩＣ

居組ＩＣ 浜坂ＩＣ

竹野ＩＣ

豊岡ＪＣＴ・ＩＣ

豊岡・城崎ＩＣ

東浜居組道路

供用中
1.9km

浜坂道路

事業中 9.8km
余部道路

事業中 5.3km
香住道路

供用中 6.2km

鳥取豊岡宮津自動車道 兵庫県内 Ｌ＝約４６km

鳥取県

新温泉町中心部

香美町中心部

香住漁港

城崎温泉街

湯村温泉街

国道９号

公立豊岡病院

北
近

畿
豊

岡
自

動
車

道

至鳥取市 至宮津

姫路・阪神方面へ

豊岡市中心部

国
道

178
号

凡 例

事業中区間

調査区間

未指定区間

ＩＣ（未供用区間は仮称）

供用済区間

事業箇所

鳥取豊岡宮津自動車道 全体図

地
道

－
３



余部道路 位置図

鳥取豊岡宮津自動車道 余部道路（Ｈ１２～Ｈ２２）
Ｌ＝5,300m Ｗ＝7.0（12.5）ｍ 全体Ｃ＝22,700百万円

香
住

一般国道178号

鎧
停

車
場

線

香
美

久
美

浜
線

香住道路
（H17．３供用）

浜坂道路
（20年度事業化）

村
岡

線

香 美 町

香
住

村
岡

線

香住停車場線

凡 例
： 国道
： 供用済区間
： 事業中区間
： 県道

代表的な幅員構成
現道の代表的な幅員構成

余部ＩＣ

香住ＩＣ

地
道

－
４



全体計画

香住IC

長
谷
川

国道178号

油良高架橋ヨウロ橋

平野橋

美の谷橋

油良トンネル

香美町
役場

間室トンネル

船越トンネル

ノヲミ谷橋

タキ川Ａランプ橋

中津橋

至 豊岡

至 鳥取

余部IC

鳥取豊岡宮津自動車道 余部道路（H12～H22）
Ｌ＝5,300m Ｗ＝7.0（12.5）ｍ 全体Ｃ＝227百万円 香住道路(供用中)浜坂道路(事業中)

矢
田
川

主要構造物（トンネル３箇所・橋梁７橋）

L=2,984m

L=416m

L=245m

L=102m

L=491mL=174m
L=161m

L=61m

L=24m

L=21m

地
道

－
５



至 豊岡

至
鳥取

香住ＩＣ

油良高架橋
ヨウロ橋

平野橋

油良トンネル
美の谷橋

間室トンネル

油良トンネル ヨウロ橋 油良高架橋

香住ＩＣ

進捗状況（１）

余部道路の整備状況（平成21年度末の事業進捗率：約99.6％（予定））
・平成12年度から事業着手。平成13年度から用地買収・工事着手。平成17年度までに用地買収完了。
・主要な構造物（トンネル３箇所、橋梁７橋）は、平成22年３月に概成予定。
・船越トンネル（L=2,984ｍ）は、平成21年３月にトンネル本体完成、油良トンネル（L=245ｍ）・間室トンネル（L=416ｍ）は、
平成22年３月にトンネル本体完成の予定。油良高架橋（L=491m）は現在、第２工区を施工中。

切土

切土

矢田川

平成21年７月末

平成21年７月末平成21年７月末 平成21年７月末 平成20年８月末

地
道

－
６



進捗状況（２）

至 豊岡

至 鳥取

船越トンネル

ノヲミ谷橋

タキ川Aランプ橋

中津橋

ノヲミ橋・土工部

船越トンネル

長
谷
川 国
道
178号

・残る橋梁６橋は、舗装工を残して完成。
・平成22年度中の全線供用を目指す。

平成21年７月末

平成21年７月末

平成20年８月末

地
道

－
７



現道の状況

至 鳥取 4 至 鳥取 3

至 鳥取 1
4

1

32
一般国道178号

至 鳥取

2

余部道路

・余部道路の現道（国道178号）は幅員狭小な区間があり、大型車の離合が
困難（大型車混入率約９％）

・冬季は雪のため、より幅員が狭小になり、普通車でも離合が困難。雪に強
い道路整備が求められている。

市街地部幅員狭小箇所
大型車の離合が困難

幅員狭小箇所(虫尾ﾄﾝﾈﾙ)
大型車の離合が困難

冬季は雪のため、より幅員が狭小
になり、普通車でも離合が困難に

凡例

２車線確保されて
いない箇所

地
道

－
８



・余部道路の現道部分（国道178号）では、過去５年間（平成16～20年度）に災害による通行規制が計２回発生
（うち１回は全面通行止め）。また、２車線確保されていない箇所も複数箇所存在している。国道178号は第一
次緊急輸送道路に指定されており、代替路線の確保が必要。

・香美町香住区・新温泉町住民へのアンケート調査では、約８割が余部道路について「緊急輸送道路の確保に期
待」と回答。災害に強い道路整備が求められている。

規制日時：平成18年7月18日 18:45～19日 02:00

災害概要：冠水による片側通行規制

規制日時：平成18年7月18日 18:45～19日 02:00

災害概要：冠水による片側通行規制

余部道路の現道(国道178号)での災害状況

規制日時：平成18年7月21日未明

災害概要：路肩崩壊（通行規制はなし）

規制日時：平成18年7月21日未明

災害概要：路肩崩壊（通行規制はなし）

規制日時：平成16年10月20日 18:00～23:00

災害概要：冠水による全面通行規制

規制日時：平成16年10月20日 18:00～23:00

災害概要：冠水による全面通行規制

１

２

３

災害発生状況

台風23号(H16)災害時の新聞記事
(日本海新聞より)

L=5.0km

３

５

２

１ ４

１２
７

３

６

通行規制区間

余部道路

香住道路

凡例

２車線確保されて
いない箇所

通行規制箇所

住民アンケートでは約８割が余部道路につ
いて「緊急輸送道路の確保に期待」と回答。

【矢田橋】

約８割が期待

香住道路・余部道路の道路整備に関するアンケート調査
(平成21年７月 新温泉土木事務所実施)より

香住道路の現道
部分でも過去５
年間に計６回の
災害による通行
規制が発生

【三田トンネル内部】

地
道

－
９



54.0%

56.8%

49.5%

82.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100
%

冬期には除雪した雪を道路端に置くので、
道路幅員が狭くなり危険を感じる

道路の幅員が狭く、歩道がないため、
歩行者が危険な箇所が多い

道路のカーブ箇所が多く、運転しにくい

運転に危険を感じている

7

4

11 11
12

0

3

6

9

12

15

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

（件）

14

12

4
5

3

0

3

6

9

12

15

18

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

（件）

交通事故発生状況

・余部道路の現道部分（国道178号）では、過去５年間（平成16～20年度）に交通事故が45件発生（うち死亡事故
１件）

・平成17年３月に供用を開始した香住道路の現道部分では、平成18年度以降、交通事故の発生件数が減少。
・香美町香住区・新温泉町住民へのアンケート調査では、約８割が但馬地域の道路に危険を感じていると回答。
安全・安心な道路整備が求められている。

余部道路
香住道路

香住道路の供用
後、現道(国道
178号)の交通事
故件数が減少

過去５年間で交通
事故が計45件発生

住民アンケートでは約８割が「但馬地域の道路
に危険を感じる」と回答。

香住道路・余部道路の道路整備に関するアンケート調査
(平成21年７月 新温泉土木事務所実施)より

【現道の状況】

約８割の人が、
①・②・③のい
ずれか（あるい
は複数）である
と回答

1

2

3

17年３月
香住道路供用

17年３月
香住道路供用

地
道
－

10



■継続事業

当初計画及び実施工程

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 備考

調査・設計

用地補償
借地交渉
難航により
３年遅延

道路改良

橋梁工

トンネル工

設備工

②Ｂ／Ｃ根拠説明資料例

便益（Ｂ）の項目

事

業
Ｂ（便益） 算出方法

①走行時間短縮便益

○ 目的地までにかかる時間

が短くなることによる便益

整備無しの走行時間費用－整備有りの走行時間費用

走行時間費用：Σ（交通量×走行時間）×時間価値原単位×３６５日

②走行経費減少便益

○ 交通の流れがスムーズに

なり燃費などが向上するこ

とによる便益

整備無しの走行経費－整備有りの走行経費

走行経費：Σ（交通量×距離）×走行経費原単位×３６５日
道

路

③交通事故減少便益

○ 交通事故が減少することに

よる便益

整備無しの事故損失額－整備有りの事故損失額

事故損失額：Σ〔交通量×距離×交差点以外の事故損失原単位

＋交通量×主要交差点数×交差点部事故損失原単位〕

費用便益比（Ｂ／Ｃ）算出根拠

B（便益） C（費用）

総費用 事業費 維持管理費
事

業
事業名 便益額

(百万円)
代表的な効果

(百万円) (百万円) (百万円)

B

／

C

①走行時間
短縮便益

36,728
時間短縮：
11 分→6 分

②走行経費
減少便益

6,531
現況交通
6,220 台/日

③交通事故
減少便益

2,731
計画交通
9,200 台/日

全
体
事
業
費

計 45,997

24,883 24,216 667 1.8

①走行時間
短縮便益

36,728
時間短縮：
11 分→6 分

②走行経費
減少便益

6,531
現況交通
6,220 台/日

③交通事故
減少便益

2,739
計画交通
9,200 台/日

道

路

一般国道
１７８号

余部道路

残
事
業
費

計 45,997

759 92 667 60.6

地道－１１

：当初計画

：実施・計画

借地交渉難航


